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「全銀 EDI システム（ZEDI）」に対応したサービスの取扱い開始のお知らせ 

 

 全国銀行協会（以下、「全銀協」）および全国銀行資金決済ネットワーク（以下、「全銀ネット」）

では、2018 年 12 月 25 日（火）から「全銀 EDI システム（以下、「ZEDI」）」の稼動を予定してい

ます。 

 当行では、ZEDI稼動当初から、法人インターネットバンキング「Biz-Jダイレクト」で ZEDIに

対応したサービス「XML利用サービス」の取扱いを開始します。 

 

 ZEDIでは、総合振込において、支払通知番号や請求書番号などの金融 EDI情報（※1）を XML

形式（※2）のファイルにより支払企業から受取企業に送ることが可能になり、売掛金の消込作業の

効率化等への活用にご利用いただけます。 

 

 なお、ZEDI稼動後も、全銀ファイル形式による総合振込を引き続きご利用いただけます。 

 

（※1）EDI：商取引に関する情報を企業間で電子的に交換する仕組み。 

（※2）XML：膨大な情報を搭載する技術。 

 

 ZEDIの詳細は、全銀協のホームページをご覧ください。 

 

【開始予定日】 

 2018年 12月 25日（火） 

 

【ご利用方法】 

 XML 利用サービスのご利用には、Biz-J ダイレクトのデータ伝送サービス（総合振込）のご契約

に加えて、追加のお申込みが必要です。なお、XML利用サービスのご利用は無料です（総合振込の

月額手数料や振込手数料は別途必要となります）。 

 

【サービス内容】 

対象サービス 機能 

データ伝送サービス 

（総合振込） 

総合振込の際に、「XML 形式の総合振込依頼データ（金融 EDI 情報を付

加した振込依頼データ）」のファイルを取り込んで振込みする機能 

⇒ご利用メリット：受注企業からの照会対応負担の削減 

照会サービス 

（振込入金明細照会） 

振込入金明細を照会した際に、「XML 形式の振込入金明細データ（金融

EDI情報が付加された振込入金明細データ）」のファイルを出力する機能 

⇒ご利用メリット：売掛金の消込作業が効率化 

 

https://www.zenginkyo.or.jp/abstract/efforts/smooth/xml/


【金融 EDI活用支援ソフトウェア】 

金融 EDI活用支援ソフトウェア「TM金融 EDIサポート」を提供します（「金融 EDIサポート」

は株式会社 NTTデータフロンティアの商標（商願 2018-095661）です）。 

 

 

【お問い合わせ先】 

十六銀行ＥＢセンター ０１２０－１２６－０１６ 

受付時間／月～金 9：00～17：00（祝日および 12／31～1／3を除く） 

 

 

  



Ｂｉｚ－Ｊダイレクト「XML 利用サービス」による金融 EDI の活用について 

（金融 EDI を経理業務の効率化にご活用ください） 

 

１．金融 EDI とは 

 金融 EDIは、受発注や請求などの商取引に関する情報を振込み等に添付し、企業と銀行間で交換・

共有する仕組みです。 

全国銀行協会（以下、「全銀協」）および全国銀行資金決済ネットワーク（以下、「全銀ネット」）

では、膨大な金融 EDI情報を搭載した「XML電文」の受渡しを可能にするため、2018年 12月 25

日（火）から「全銀 EDIシステム（以下、「ZEDI」）」を稼動させる予定です。 

 

（※1）EDI：商取引に関する情報を企業間で電子的に交換する仕組み。 

（※2）XML：膨大な情報を搭載する技術。 

 

【金融 EDI活用イメージ】 

 

（全銀協説明資料より） 

 

 ZEDIの詳細は、全銀協のホームページをご覧ください。全銀協のホームページでは、ZEDIの紹

介動画をご覧いただくことができます。 

 

 

２．金融 EDI の活用効果 

 ZEDIは、企業間の振込みにおける確認・連絡の省力化、売掛金の消込み等の自動化による経理関

連業務の効率化、生産性向上を目的に構築されています。 

 売掛金等の消込みの現状として、支払企業と受取企業の間で受発注や請求情報などの複数の商取

引が行われていますが、支払企業の多くは複数の商取引の代金を合算して支払っています。そのた

め、受取企業で認識している売掛金と実際の入金金額が合わないケースがあり、その場合は営業担

https://www.zenginkyo.or.jp/abstract/efforts/smooth/xml/


当や支払企業に照会するなどにより原因を究明する必要があります。支払企業と受取企業の双方で

負担となっています。 

 

【売掛金等の消込みの現状】 

 

（全銀協説明資料より） 

  

ZEDI が稼動することで、振込みを受け取る受取企業では、金融 EDI 情報に添付された請求番号

や注文番号などの入金消込に必要な情報を受け取ることにより、売掛金の消込みが効率化されます。

振込みをする支払企業では、受取企業からの問い合わせへの対応負担が軽減されます。 

 

【金融 EDIの活用効果】 

 

（全銀協説明資料より） 

 



３．Biz-J ダイレクトの操作方法 

（１）総合振込：XML形式ファイルの取込み（総合振込のデータ作成画面） 

 

 

（２）総合振込：金融 EDI情報の確認（振込明細の修正画面） 

 

 

 

データ伝送サービス（総合振込）の振

込データ作成画面で、［XMLファイ

ルから取り込む］ボタンから「XML

形式のファイル」を取り込むことがで

きます。 

金融 EDI 情報は、個別の振込明細の

「修正」画面上に設定される［金融

EDI 情報（XML）の表示］ボタンか

ら、金融 EDI 情報のページを表示し

て確認できます。 



（３）入出金明細照会：XML形式ファイルのダウンロード（振込入金明細照会画面） 

 

 

 

４．金融 EDI 活用支援ソフトウェア 

XML利用サービスをご利用のお客さまには、XML形式の総合振込依頼データの作成、XML形式

の振込入金明細データの内容確認、会計システムへのデータ連携を簡便に実施していただくための

金融 EDI活用支援ソフトウェア金融「TM金融 EDIサポート」を提供します（「金融 EDIサポート」

は株式会社 NTTデータフロンティアの商標（商願 2018-095661）です）。 

 ※XML形式の総合振込依頼データの作成には、全銀ネットが提供する「S－ZEDI」（Simple-ZEDI）

もご利用いただけます。 

 

 「金融 EDIサポート」は、専用のダウンロードページよりお客さまご自身でダウンロードしてい

ただきます。「金融 EDIサポート」のご利用には、「アクセスキー」が必要です。専用のダウンロー

ドページおよび「アクセスキー」は、ご利用のお客さまに当行からお知らせします。 

 

以 上 

振込入金明細照会の照会結果画面

で、「ＸＭＬ形式のファイル」を出

力することができます。 

振込入金明細照会の照会結果画面

で、［XML形式でダウンロードする］

ボタンから「XML形式のファイル」

を出力することができます。 


